
2024年
新年号

はじまりははじまりは

ひとつの石ひとつの石

今
年
は
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス

と
い
え
ば
石
の
文
化
で
、
教
会
や
宮
殿

を
は
じ
め
と
し
た
石
造
り
の
建
物
が
美
し
い
町
並
み

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
石
造
り
の
建
物
で
も
、
異
色
の
存
在
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
の
が
「
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
の
理
想
宮
」
で

す
。
フ
ラ
ン
ス
の
南
東
部
ド
ロ
ー
ム
県
の
オ
ー
ト

リ
ー
ヴ
村
に
あ
る
こ
の
建
物
は
、
全
体
が
緻
密
な
装

飾
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
一
見
ア
ジ
ア
の
古
代
遺
跡
を

彷
彿
と
さ
せ
、
不
思
議
な
存
在
感
を
放
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
建
物
は
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル

と
い
う
郵
便
配
達
夫
が
、
一
人
き
り
で
33
年
も
の
歳

月
を
か
け
て
石
を
積
み
上
げ
て
作
り
上
げ
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
壮
大
な
計
画
の
は
じ
ま
り
は
、
ひ
と
つ
の
石

で
し
た
。
郵
便
配
達
の
途
中
、

石
に
つ
ま
ず
い
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ル

は
、
そ
の
奇
妙
な
形
に
心
惹
か

れ
ま
す
。
こ
の
地
域
は
地
質
が

古
い
た
め
に
奇
石
が
多
く
、
仕

事
が
終
わ
る
と
手
押
し
車
を
押

し
て
石
を
拾
い
に
行
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
多
く

の
石
が
集
ま
る
中
、
シ
ュ
ヴ
ァ

ル
は
理
想
宮
を
建
て
る
こ
と
を

決
意
し
た
の
で
す
。

　

理
想
宮
が
完
成
し
た
の
は

一
九
一
二
年
。
そ
れ
か
ら
100
年
以
上
た
っ
た
今
も
、

人
々
に
驚
き
と
感
動
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
に
と
っ
て
道
端
の
石
が
き
っ
か
け
と

な
っ
た
よ
う
に
、
好
奇
心
や
創
作
意
欲
の
種
は
、
意

外
と
身
近
に
存
在
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
少
し
見
方
を
変
え
て
み
る

と
、
新
た
な
発
見
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

日
常
の
小
さ
な
気
づ
き
を
大

日
常
の
小
さ
な
気
づ
き
を
大

切
に
し
、

切
に
し
、

い
き
い
き
と
過
ご
 し
ま
し
ょ
う
。

い
き
い
き
と
過
ご
 し
ま
し
ょ
う
。 

　

こ
ん
に
ち
は
。
さ
い
と
う
石
材
で
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
さ
い
と
う
石
材
で
す
。
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裏面「写真に一言」を
ぜひお読みください



夏はお墓に花を供えてもしおれやすく、できるだけ日持ちする花を
選びたいもの。定番の洋菊とユリ科のアルストロメリアに、今回は
実もののヒペリカムを添えました。可愛らしい実が特徴で、花より
も日持ちします。通年を通してお花屋さんに並ぶことが多いのでオ
ススメです。

2024年
新年号石だより 号号

今
月
の
予
定

今
月
の
予
定

スタッフのスタッフの 「写真に一言」「写真に一言」

「お正月のお雑煮」～お餅を食べて年神様の力を授かる～
お正月に欠かせない食べものといえば、お節料理のほかにお雑煮が挙げられます。この習慣は室町時代

以降に生まれ、江戸時代には庶民の間にも広がったといいます。
「雑煮」の名のとおり、具材はその土地でとれる野菜や魚介類など様々ですが、共通して入っている具材
がお餅です。古来、お米には霊力が宿ると考えられ、それを
加工して作られたお餅はより大きな霊力をもつとされました。
お餅はお祝いや特別な日に食べられる一方、神様へのお供え
として使われてきました。
　お正月にやってくる年神様にもお餅をお供えします。この
お供えを下げて、お雑煮として食べることで、年神様の力を
いただけると考えられました。
　今年一年の無病息災を祈り、感謝の気持ちをもっていただ
きたいものですね。

年
中
行
事
と
食
べ
も
の

1 月   1 日 ( 月 ) …元旦
1月   7 日 ( 日 ) …七草
1月   8 日 ( 月 ) …成人の日
1月 11 日 ( 木 ) …鏡開き
1月 15日 ( 月 ) …小正月・どんど焼き
1月 20 日 ( 土 ) …大寒

お墓に刻まれた言葉①お墓に刻まれた言葉①

「結網學人」牧野富太郎「結網學人」牧野富太郎（1862 ～ 1957）（1862 ～ 1957）

　今年、人気を博したNHK朝の連続テレビ小説「らんまん」。モデルは植物学者の牧野富太郎博士です。生涯を
植物研究に捧げ、95歳の天寿をまっとうした博士のお墓が谷中の天王寺（東京都台東区）の墓地にあります。
　JR 日暮里駅南口からほど近い墓地の入り口には、親切にも案内の石塔が立っ
ていました。その通りに進むと、牧野富太郎の名前が刻まれた墓石が見えてき
ました。横長の墓石には英語表記もありモダンな印象。英語も堪能で蝶ネクタ
イが似合う博士の姿が思い浮かびます。
　名前の上に「結

けつもうがくと

網學人」と刻まれています。これは中国の古典に由来する言
葉で、「魚を捕りたいと願うより、捕るための網を結ったほうがいい」という意
味なのだそう。ほかに「結網子」「牧野結網」などを雅号に用いていたようで、
お気に入りの言葉だったのでしょう。
　敷地内に並んで建つ寿衛夫人のお墓は、博士とは対照的に、縦長の墓石で純
日本風。側面には博士が詠んだ句「家守りし妻の恵みやわが学び」「世の中のあ
らん限りやスエコ笹」が刻まれています。
　おりしも博士の命日は 1月 18 日。その業績や、人となりに思いを馳せに訪
ねてみてはいかがでしょうか。

新連載

さいとう石材  宮城県加美郡加美町字中原 25-14  TEL:0229-67-3036

今年最後のカフェ巡り。仕事ついでにネット検索し、スイーツや
ランチ、カフェタイムをし癒され仕事の活力につながっている
気がします。美味しいものに出会うと幸せな気分になります。
今年も一年ニュースレターを応援して頂き本当にありがとうご
ざいました。
皆様にとって元気で素敵な一年になりますように・・・

（株）齋藤石材　齋藤久美子
~年末年始休業のおしらせ~

12月29日～ 1 月8日
定
休
日

加美町本社      ：第１・３土曜・日曜・祝日
大崎市古川店：毎週木曜日・その他不定休あり

                                                       （来店の際はお電話いただけると幸いです。）


